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教室で経験した早期胃痛140例について臨床病理学的検討を加えた。140例中,m癌 64例,Sm癌 76例で

あった.リ ンパ節転移度は m癌 では,n。93.7% n14,7%,n21・ 6%,Sm癌 では ■081.6%,nl 13.2

%,n23.9%,n31,3%で あった。早期胃痛全体の5年生存率は89.5%,10年 生存率は68.0%であった。

深達度別にみると m癌 では5年生存率92.5%,10年 生存率は81.8%であり,Sm癌 ではそれぞれ87.0%,

57.1%であった。次にリンパ節郭清度別生存率をみると Rlで は5年生存率82.8%,10年生存率65,0%で

あり,R2で はそれぞれ88.0%,75,0%で あり,R3で はともに100%であった。早期目癌再発死亡例は6

例で Sm癌 が5例を占め,組 織型では分化型が多く, リンパ節郭清度からみると Rlが 5例 を 占め,再

発形式としては肝再発が 4例 と最も多かった.以 上より早期胃癌 に対してはリンパ節転移度等からみて

R2の 手術が必要であり,肝 再発を予防するため,術 中,術 後何らかの処置が必要であろう。

索引用橋 :早期胃痛

I・ は じめに

近年,胃 のX線 ,内 視鏡による診断技術の進歩,さ ら

に集団検診 の啓蒙などにより早期胃癌の発見率 が高ま

り,各 施設において多数の集計的検討がなされている。

われわれの教室 においても昭和38年から昭和52年ま

でに142例の早期胃癌を経験した。これまで教室 で経験

してきた胃癌症例 について種々の観点 から検討した報

告
り‐81を行って来たが,今 回は, これら早期胃痛症例に

対し種々の臨床病理学的事項 について検討 を加えた結

果,若 子の知見を得たので報告する。

H・ 対 象症例および検索方法

昭和38年4月 より昭和52年3月 までの14年間の教室で

経験した早期目癌は142例である。

この内,直 死例 2例 を除く耐術者140例について,粘

膜内癌 (以後 m癌 と略)64例 ,粘 膜下層癌 (以後 Sm

癌 と略)76例 に分け,1)年 代別頻度,2)性 別頻度,3)

肉限型別頻度,4)占 居部位別頻度,5)病 巣の大きさ,6)

リンパ節転移率,7)組 織型別頻度,8)術 後成績について

胃痛取 り扱い基準
りに基づいて検討を加えた。

IH・ 成   績

1)年代別頻度

早期胃痛 の年代別頻度は,表 1の ごとくで140例中60

歳台が44例 (31.4%)と 最 も多く,次 ヽヽで50歳台36例

(25.7%),40歳 台31例 (22.2%),30歳 台15例 (10.7



%),70歳 台13例 (9.3%),20歳台 1例 (0.7%)の 順で

あった。

深達度別にみると m癌 64例では60歳台が26例 (40.6

%)で 最も多く, 次 ヽヽで50歳台17例(26。5%),40歳 台

10例 (15.6%),70歳台6例 (9.4%),30歳台4例 (6.3

%),20歳 台 1例 (1.6%)で ,Sm癌 76例では40歳台21       表 5 早 期胃癌病巣の大きさ別頻度
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表 1  早 期目癌の年代別頻度

ぷ 計

0～ 19 0 (o%) 0(o%) 0 (o%)

20～ 29 1 ( 0 7 )

30～ 39 4 (63) 11(145) l 5  i l 0 . 7 )

40～ 49 I O ( r5.5) 21  t21 .6) 31 1222)

50～ 59 17(265) I 9 (25.O) 36(257)

60～ 69 26(406) 18(237) 44(3,4)

70～ 79 6 (94) 7(92) 13(93)

80～ 0(o) 0(o) 0(o)

計 64(loo) 76てloo) 140(loo)

例 (27.6%)で 最 も多く,次 いで50歳台19例 (25.0

%),60歳 台18例 (23.7%),30歳 台11例 (14.5%)70歳

台 7例 (9.2%)の 順であり,Sm癌 の方が m癌 に比し

若い人の頻度が高かった,

2)性別頻度

早期胃癌 の性別頻度は,表 2の ごとくで,m癌 ,Sm

め 計

む lOO (a1 .4%)

♀ 40 ea.6)

計 140 fioo)

表 3 早 期胃癌の肉限型別頻度 (147病 変)

ぶ貫 計

隆 起 型 3 9  ( 5 6 . 5 * ) 27 134.6X)

平 坦 型 3 | 4.4) 3 ( z.o)

陥 凹 型 7 8  ( s 3 . 1 )

‖
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癌とも男性の方が女性に比べて多く,男 女比は約 7:3    5)病 巣の大きさ

であった。

表 2 早 期胃癌の性別頻度

3う肉眼型頻度

早期胃癌140例,147病 変の肉眼型頻度は表3の ごとく

で,m癌 では隆起型39例 (56.5%),陥 凹型27例 (39.1

%),平 坦型 3例 (4.4%)の 順で,Sm癌 では陥凹型51

例 (65.4%),隆 起型27例 (34.6%)の 順で,m痛 に隆

起型,Sm癌 に陥凹型が多かったが全体では,隆 起型,

陥凹型はほぼ同数であった.

4)占 居部位別頻度

早期胃癌140例,147病 変の占居部位別頻度は表4の ご    '

とくで m癌 ,Sm癌 ともAが 半数以上 を 占め次いで,

Mの 順で,Cは 5%以 下と少なかった。

表4 早 期胃痛の占居部位別頻度 (147病 変)

零 計

80 (s4.4x)

25 136 z) 36 (46 .2)

6 ( 4 . r )

が 8 t

1 7  \ 2 4 . 6 n 24 GO-A*

I  0  r . 6 ) l2 113.4 2 0  ( r 3 . 6 )

計

早劇胃癌147病巣の大きさ別頻度は m癌 ,SIn痛 とも

2cm以 上～5cm未 満,2cm未 満,5cm以 上の順であっ

たが,m癌 ,Sm癌 両者を比較すると,m癌 に 2cm以

上～5cm未 満のものが多く,Sm癌 に 2cm未 満,5cm

以上のものが多かった.

6)リンパ節転移率

深達度 とリンパ節転移度 (n)をみると表6の ごとく

で,m癌 では n060例 (93.7%),n13例 (4.7%),n2

1 例 ( 1 . 6 % ) でn 〈+ ) が4 例 ( 6 . 3 % ) にみ られ た。

表6 深 達度とリンパ節転移度 (n )

波 廿

∞
中

‐

６

３
”

計
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一方 Sm癌 では,n062例 (8196%),nl 10例 (13.2%),

■23例 (3.9%),n31例 (1.3%)で nく+)が 14例 (18.4

%)に みられ た。早期癌全体 では n0122例 (87.1%),

■113夕U(9。3%),■2 4例 (2.9%), n3 1'可(0.7%)と

nく+)が18例 (12.9%)に みられた。

7)組織型別頻度

早期胃癌 の組織型別頻度は,表 7の ごとくで,m癌

表 7 早 期胃癌の組織型別頻度

ぷ 8 t

29 (45.3) | 3  0 7 . r )

30 121.4)

2 l  t . 4 )

針 64 000)

では tub1 29例 (45。3%)が 最も多く, 次 ヽヽで Pap 13

例 (20。3%),tub2 10例 (15.6%),POr 9例 (14.1%),

muC 2例 (3.1%),Sig l例 (1.6%)の 順であり,分

化型 が81.2%,低 分化型 が18.8%で あった。Sm癌 で

は Por 28例 (36.8%),tub2 20例 (26。3%),tubl 13例

(17.1%),PaP ll例 (14.5%),muC l例 (4.0%),

Sig 2例(1.4%)の 順 であり,分 化型が57.9%,低 分

化型が42.1%であった。m癌 に分化型癌の頻度が高かっ

i,そこと.

8)術後成績

早期目癌140例の生存率は,図 1の ごとくで,5年 生

存率 は77例/86例, 89.5%,10年 生存率 は17例/25例,

68.0%であった。深達度別生存率は図2の ごとくで,m

図 1 早 期胃癌の生存率 (140例 )

11(599)

図 2 早 期胃痛の深達度別生存率

図 3 早 期目痛のリンパ節廓清度からみた生存率

( 8例 )

750%
R2(75例 )

Rl(57例 )
650%

癌 では5年生存率 は37例′40例92.5%,10年 生存率は9

例/11例81.8%であり,Sm癌 では5年生存率 は40例/46

例87.0%,10年 生存率は,8例 /14例57.1%で あった。

次に, リンパ節郭清度,U生存率をみると図3の ごとく

で,Rlで は5年生存率46例/53例82.8%,10年 生存率13

711/20例,65.0%で あ り,R2で は5年生存率22例/25例,

88.0%,10年 生存率 3例/4例 75,0%で あり,R3で は5

年生存率,10年 生存率 とも8例/8例 ,100%で あった。

早期胃癌術後の死困は表3の ごとくで16例が術後に死

亡した。この内5年以内経過死亡例が10例で,こ の内訳

は癌再発 6例,心 疾患 3例 ,イ レウス 1例であった。5

年以上経過死亡例は6例で,こ の内訳は他癌 2例 ,肺 結

核 2例,心 疾患 1例,腎 不全 1例であった。

早期胃癌再発死亡例 6例を表9に示した。これらの内

Sm癌 が5例を占め,組 織型では分化型が多く, リンパ

818%
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表 8  早 期胃癌術後の死因

5年 以内経過死亡例   10例

意再発       6例

早期胃癌症例の臨床病理学的検討 日消外会誌 12巻  9号

肉眼病型別頻度 :諸家 の報告 をみると隆起型20～30

%,平 担型 3%以 下,陥 凹型70～80%で ある°1°‐1り.教

室の症例では,こ れらに比し隆起型がやや多かった。深

達度房」では陥凹型ではm癌 よりもSm癌 の頻度がやや高

いとする報告が多いが1の2い20,隆
起型 では高木ら

刻)2の

は m癌 33%に 対し SIn癌が67%と 多くを占めるとして

いるが,古 賀
2の

,谷 口1りは逆に m癌 60%,Sm癌 40%

で m癌 が多いとしている。われわれの場合は陥凹型で

ヤま Sm癌 の頻度が高く,隆 起型では m癌 の頻度が高

か っ た .

占居部位別頻度 :胃中部が最も多いとするもの1の1°2つ

2め
と,胃 下部が最も多いとするものがある101め2りが,胃

上部は数%で ある。われわれの場合は胃下部が半数以上

を占め最も多かった。

病変の大きさ別分布 :槙 ら3のは m癌 では病変の長径
2.Ocm以 下43.0%,5.lcm以 _li8。3%,Sm癌 では 2.0

Cm以 下30。9%,5.lcm以 上13.4%となり,角 田ら10

も 中 癌で2cm未 満23,8%,5cm以 上19.o%,Sm癌 で

はそれぞれ15.2%,27.3%と なってお り小胃癌は粘膜内
に,表 層拡大胃癌は Smに 多い傾向にあるが,わ れわ

れの場合は5cm以 上のものが m癌 では11.6%であるの

に対し,Sm癌 が15,4%とやや 高頻度 であったが 2cm

未満のものは m癌 24.6%であるのに対し,Sm癌 では

30.8%と この傾向はみられなかった,

リンパ節転移 :早期胃癌のリンパ節転移率は角田ら1い

24%,高 木ら3D18.1%,三
輪ら

3つ13.7%,坂 本ら
2022.8

%,慎 ら
3い

18.3%,古 賀ら
24)11.9%,教

室12.9%で大体20

%前 後 である。これを深達度別にみると,m癌 では角
田ら

1の
は0%,高 木 ら

2つ2の3つは6.6%,三 輪 ら
3?5.1%,

坂本ら
2o O%,槙

ら
3の

3%,坂 本ら
2め
5.7%,古 賀ら

2o2つ

0。7%,著 者 ら6。3%,Sm癌 では角田 ら
1の39%,高 木

ら
202の3つ26.9%,三 輪 ら3の

は22.4%,坂 本 ら
26)は

32%,

槙 ら
3の

は30%,坂 本 ら
29は

31.7%,古 賀 ら
2の2つ

は20.9

%,著 者ら18.4%と報告している。

極めて転移が稀である m癌 でも0%～ 6.6%の 転移
がみられた。しかし Sm癌 では20.9%～39%の 転移が

みられた。さらにリンパ節転移度をみると転移の大部分
“よ nl群 であるが n2群 への転移率も高木ら

2つ2の3D5.8

%,三 輸ら
3の1.8%,槙 ら

3の5.9%,古 賀ら
2o2ol.7%,林

田ら
1の0。3%,原 ら

2り2.0%,著 者ら2,9%と 6%弱 の n2

陽性例がある。とくに Sm癌 では,高 木ら
2,2の31)8.4%,

三輪ら
3の2.6%,慎 ら

3010。
3%,古 賀ら

203.1%,原
ら
2め

2.6%,著 者ら3.9%と 10%前 後の n2陽性例があること

心疾患

イレウス

3例

1 例

5年 以上経過死亡例   6例

他 癌       2例

肺結核 2 例

心疾患       1例

腎不全 1 例

表 9 早 期胃癌再発死亡例 (6例 )

節郭清度からみると Rlが 5例 を 占め,再 発様式とし
ては,肝 再発が4例 ,腹 膜再発 2例 にみられた.肝 再発
の4例 では sm癌 が3例 ,隆 起型が3例 ,分 化型が全
例を占めた。なお肝再発 の確認は Sm癌 の3例 は手術
により,m癌 の 1例 は肝シンチグラム,ア ンギォグラ
フィーによって行われた.こ れら早期胃癌再発死亡例 6

例の術後経過期間は,肝 再発の10カ月が最短で,腹 膜再
発の3年 11カ月が最長であった.

IV・ 考   察

今日,早 期胃癌 という名称 は 胃癌取 り扱 い規約りで

は,「 浸潤が粘膜下層までに止まる癌腫」と定義され,
かつ癌の浸潤層 の深さを分類するという立場 を重視し
て,規 約では表存癌が用いられている.

最近のX線 ,内 視鏡,集 検などの進歩により,全 胃痛
に対する早期胃癌の比率は次第に増加する傾向にあり,
早期胃癌の臨床における研究 の重要性 が指摘されてい

る。そこであれわれは,奈 良医大第 1外科における早期
胃癌140例について臨床病理的検討を加えた。

年代,性 別頻度 :諸家の報告では男女比は1.0～2.6で

男性の頻度が高く
10～距),年

代別 では50歳台～60歳台に
ピークがあるようである1の‐1り10.

われわれの場合も大体この範囲内であった。
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は早期胃癌のリンパ節郭清は n2群 までの郭清,す なわ

ち R2の 手術が必要なことを示唆するものである。

組織型分布 :安井ら
1°

は251例中 Pap 16例 (6.4%),

tub 131例 (52.2%),POr 10例 (4.0%),muc 4例

(1.6%)Sig 90例 (35.8%)と のべ,角 田 ら
10は51例

中 pap 5例 (9.8%),tub 30例 (58.8%),POr 9例

(17.6%),muC l例 (2.0%),Sig 6例 (11.8%)と

分化型が多 いと報告している。一方菅野ら
1つは269例中

乳頭腺癌32例 (H.9%),管 状腺癌72例 (26.8%)で 分

化型が105例 (38.7%),低 分化腺癌67例 (24.9%),印

環細胞癌95例 (35.3%),膠 様癌 2例 (0.7%)で 未分化

型が164例 (60。9%)で あ り,古 '11ら
2つ

は209例中,分

化型99例 (47%),未 分化型 110例 (53%)と 報告 し未

分化型が多かった.著 者らの場合は140例中 PaP 24例

(17.2%), tub 72例 (51.4%), POr 37例 (26.4%),

muC 5例 (3.6%),Sig 2例 (1.4%)で あり分化型が

多かった。

早期胃癌の術後成績 :早期胃癌の直接死亡率は,岩 永

ら
390.6%,吉

川ら
2の1.1%, 古 賀ら

2の1.9%,武 藤ら
19

0.6%,槙 ら
3oO.6%,角

回ら
lい0%,著 者ら1.4%と大体

1%前 後と低値である。一方他病死率をみると高木ら
2ゆ

5.0%,古 賀ら
20)8。3%,角 田ら

1の3.9%,岩 永ら
398.4%,

】ヒ岡 ら
304.4%,著

者 ら7.1%で ある。高木 ら
2り

,古 賀

ら
2りによれば脳血管障害が最も多く,次 いで心疾患,老

衰の順である。岩永ら3ゆにょると脳,心 臓血管障害が最

も多く次いで他臓器癌,肝 疾患の順である。

著者らの場合心疾患によるものが最も多かった。予後

をみると,5年 生存率では大体85～95%で ある。深達度

別にみると m癌 では90～100%,Sm癌 では80～90%1°
1,1り1め1の1の2の292の2り3,3D30で

ぁる.次 に10年生存率をみ

ると大体70%前 後
1の1'202の293の卸)3つでぁる。われわれの

場合もいずれもこの範囲内であった。

早期胃癌 の術後再発形式 :西ら
1りは再発形式 を2大

別し,① 連続性再発 (主病巣 の取 り残 しによる断端再

発),② 非連続性転移 からの再発 (胃壁内転移, リンパ

節転移,肝 転移などの血行性転移)に 分けている。そし

て腹膜播種などの再発は, リンパ節転移被膜から二次的

に起こりうるとしている。

早期胃癌の再発形式別頻度 :角田ら
l°lによる7施設の

集計による54例の再発死亡例を分析し,再 発形式,U頻度

をみると,肝 転移が29例 (54%)と 最も多く,次 いで局

所再発13例 (24%)腹 膜播種型 7例 (13%),リ ンパ節

転移型 2例 (4%),そ の他 3例 (5%)の 順となって
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おり,と くに肝転移再発は Sm癌 ,n〈キ)例 に多く, そ

れぞれ64%,63%の 頻度となっていると報告している。

また,肝 転移をきたす早期胃癌の特徴としては,隆 起

性早起胃癌で Sm癌 で分化型が多く, リンパ節転移を

有するものが多く,肝 再発までの期間は術後 3年以内の

ものが多く, これらの症例に対しては術中,術 後の合併

療法などの再発防止対策も必要であると述べている
1の1°

2,2め20203,3の。ゎれわれの場合 も早期胃癌再発死亡例

は6例で,Sm海 が5例を占め,組 織型 では分化型が多

く, リンパ節郭清度からみると Rlが 5例 を占め,再 発

形式としては肝再発が4例 と最も多く,10カ 月～ 2年 7

カ月で死亡した。

以上より早期胃癌に対してはリンパ節転移度などから

みて R2の 手術が必要であり,最 も頻度の多い肝再発を

予防するため,術 中,術 後何らかの処置が必要であろう

と考えられた。

V ・ 結  情

昭和38年から昭和52年までの奈良医大第 1外科の早期

目癌140例につき臨床病理学的検討を加え以下 の結論を

得た。

1)早 期胃痛は60歳台が最も多く,深 達度別にみると

m癌 では60歳台,Sm癌 では40歳台に最も多かった。性

別頻度では,m癌 ,Sm癌 とも男性の方が女性に比べ多

く,男 女比は7:3で あった,

2)早 期胃癌140例,147病変 の 肉眼型頻度は,m癌

に隆起型,Sm癌 に陥凹型が多かったが,全 体では隆起

型,陥 凹型はほぼ同数であった。

占居部位別頻度は m癌 ,Sm癌 ともA,Mの 順でC

は少なかった.大 きさ別頻度は m癌 ,Sm痛 とも 2cm

以上～5cm未 満 2cm未 満,5cm以 上の順 であったが

m癌 に2cm以 上～5cm未 満が多く,Sm癌 に2cm未

満,5cm以 上が多かった。

3)深 達度 とリンパ節転移度 (n)を みると m癌 で

ヤまn。60夕J(93.7%), ■1 34列(4.7%), n2 1伊」(1.6

%)で n(.)が 4例 (6.3%)に み られ た。一方 Sm

癌では n062例 (81.6%),nl 10例 (13.2%),n23例

(3.9%),n3 1例 (1.3%)で n(→)が 14例 (18,4%)に

みられた。

早期胃癌全体では,・。122例 (87。1%),nl 13例 (9.3

タタ), ・2 4'1 (2.9フ冴), ・3  1'可 (0。7ヲど) と n(.)'硝が

18例 (12.9%)に みられた.

4)早 期胃癌の組織型別頻度は m癌 では,tublが最

も多く,Sm癌 では Porが最も多かった。
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しかし m癌 では分化型が81.2%,sm痛 ではこれが

57,9%と 低分化型より頻度が高かった。

5)早 期胃癌の 5年 年生存率は,89.5%,10生 存率は

68.0%で あった.こ れを 深達度別 にみると,m癌 では

5年 生存率92.5%,lo年 生存率81.8%で あ り,Sm癌 で

は 5年 生存率は87.0%,10年 生存率は57.1%で あった。

リンパ節郭清度別にみると,Rlで は 5年 生存率82.8%,

10年生存率65.0%で あ り,R2で は 5生 存率88%,10年

生存率75.0%で あ り,R3で は 5年 生存率,10年 生存率

とも100%で あった。

6)早 期胃癌術後の死亡は16例で,こ の内 5年 以内経

過死亡例が10例で, この内訳は痛再発が 6例 ,心 疾患 3

例,イ レウス 1例 であった.5年 以上経過死亡例は 6例

で, この内訳は,他 癌 2例 ,肺 結核 2例 ,心 疾患 1例,

腎不全 1例 であった。早期胃癌再発死亡例 6例 の内 Sm

癌が 5例 を占め,組 織型では分化型が多く, リンパ節郭

清度からみると Rlが 5例 を占め,再 発様式としては肝

再発が 4例 と最も多 く,腹 膜再発が 2例 にみられた.

以上より早期胃癌に対 しては リンパ節転移度などから

みて R2の 手術が必要であ り,最 も頻度の高い肝再発を

予防するため,術 中,術 後に何 らかの処置が必要であろ

う。今後,さ らに症例をかさね, これらの点に関 して検

討を加えていきたい。
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